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深刻化する社会問題
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令和4年度戦略目標
「文理融合による社会変革に向けた

人・社会解析基盤の創出」
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文科省R4年度戦略目標より抜粋 https://www.mext.go.jp/content/20220315-mext-chosei1-000021036_004.pdf



シミュレーションとは？
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計算機シミュレーションという概念を取り払い、理論モデルや数式モデルも含む

社会システムをデザインするということ➡あるべき世界を探す・見る

あるべき世界を予測するツールがシミュレーション（なんでも出来る世界）

あらゆる可能性を試すことで現実での想定外に対応する

学習とシミュレーションの両輪であることが重要

Data is Past, Simulation is Future



複雑系である実社会を理解･予測
することは難しい
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https://www.itmedia.co.jp/enterpri
se/articles/1711/27/news048.html

普段よく耳にするシミュレーション：津波･火災シミュレーション
▼

物理法則に基づくシミュレーションだから正確？(そう簡単ではない)

地球環境は複雑：膨大な要因が時系列的に複雑に影響し合う系。
個々の要因が分かったそしても全体を理解することは極めて難しい。

機械学習による予測（Deep Learningの高い能力）
膨大な過去のデータがあれば、正確な予測も可能な状況もある。(潤沢・適切なデータが必要)

▼
新規展開・未知の状況への対応はできない。 (世の中想定外だらけ・・・・・)

社会シミュレーション：人々の動きを再現して社会現象を理解・予測・対策したい。
社会をシミュレーションすること➡個々人の行動のシミュレーションの総体
シミュレーションの対象が人➡大規模複雑系の代表格が『人』

▼
政策立案・効果予測、社会問題の理解・解決策効果予測・・・・は極めて難しい。



領域の概要
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行動変容等の社会変革に向けた基盤として、様々なスケール・種類のデータから人や社会を
解析する技術、それに基づいたシミュレーションにより政策シナリオ等を導出する技術を、人文・
社会科学と自然科学の融合によって共創することを目指す。

防災・減災・リスク管理、感染症対策・リアルとリモートが混在する社会、社会・経済格差、
Web・ソーシャルメディアの健全な利活用等の社会課題をテーマとする。

1) マルチスケール(個人・コミュニティ・社会)の活動データや人文・社会科学の知見に基づく、
人や社会の行動特性・嗜好の導出、行動判断等をもたらす要因の特定やそれらのモデル
化・数値化等

2) モデル化・数値化した人や社会の特性を導入したマルチエージェント等のシミュレーション
により、政策立案・決定等に資するシナリオの導出

3) 導出される政策シナリオ等の効果や社会受容性の向上手法の探索及び1)・2)のへの
フィードバック

※本研究領域は文部科学省の人工知能/ビッグデータ/IoT/サイバーセキュリティ統合プロジェクト（AIPプロジェクト）
の一環として運営。



方針
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社会(現場)の理解
シミュレーション

社会変革

個人、コミュニティ、社
会からのデータの収集、
解析、モデル化：様々
な階層のデータを活用
し、人や社会の行動特
性や嗜好の導出やその
モデル化・定式化、行
動判断等をもたらす要
因の特定等の研究

社会変革のためのマルチス
ケール社会シミュレーション
技術の創出：現状を理
解・あるべき未来を模索し、
モデル化・定式化した人や
社会の特性を導入したシ
ミュレーションにより、政策シ
ナリオ等を導出する研究

社会プロセス革新のための手法の確立：導出された政策シナリオ等を
効果的で社会受容性の高いものとし、人々の行動変容の促進をはじ
めとする社会変革に繋げるための方法論を確立する研究



文理融合の狙い
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マルチスケール･マルチモーダル
社会シミュレーション基盤
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一時間の行動

一日の行動

一週間の行動

一年の行動
一時間ごとの天気

一日の天候

一週間の天候

家庭での行動

学校での行動

職場での行動

駅での行動

一時間の経済

一日の経済

一週間の経済

一年の経済

個人のモラル・社会規範

個人の欲（煩悩）

群衆としてのモラル

群衆としての欲

サイバー・フィジカルシステム基盤

動的なシミュレータ・データの
追加・削除・更新が可能な基盤

マルチ
スケール



（1）個人、コミュニティ、社会からのデータの収集、解析、モデル化
【研究の具体例】
・SNS、Web、移動、環境等のデータからの、個人やコミュニティの行動特性・嗜好・行動要因等の導出やコミュニ
ティ・属性等の社会構造の導出

・認知バイアスや参照点依存等、人やコミュニティの行動特性・嗜好・行動要因等に関する人文・社会科学の知見
のモデル化・数値化

・現地調査等による、属性・コミュニティ・地域ごとの行動分析
（その他）感性工学、情報提示心理学、認知バイアス、関係性モデリング、強化学習、エスノグラフィなど

（2）社会変革のためのマルチスケール社会シミュレーション技術の創出
【研究の具体例】
・マルチスケールシミュレーション技術（多層化、マルチモーダル化、統合連携等）、データ同化、逆推定技術、
複雑系・群知能技術の構築、統計・機械学習との統合
・SNSデータやオープンデータ等を利用したリアルタイムシミュレーション技術や利用データの偏りの可視化技術の創出
・法体系や多様な価値観まで含めた社会モデル（社会のデジタルツイン）の構築
（その他）リスク分析、帰納・演繹統合AI、複雑ネットワーク科学、世界モデル、行動選択モデルなど

（3）社会プロセス革新のための手法の確立
【研究の具体例】
・シミュレーションにより導出した政策シナリオ等の解析技術・影響評価法の構築
・社会受容性を踏まえた政策等の実社会への適用手法の確立
・行動変容を促進する方法論のシミュレーション導入に向けたモデル化手法の探索

（その他）科学コミュニケーション、マクロ経済分析、社会心理、因果推論、非協力ゲーム理論、メカニズムデザインなど

具体例
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社会変革に向けた
取り組み・キーワード例
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・緊急事態宣言・蔓延防止重点措置の効果検証【経済・政治】
・国際・国内サプライネットワークのデザイン【経済・経営】
・需要側GHG排出量の財務諸表から計算。GHG排出ネットワーク【経済・環境】
・経済安全保障政策シナリオのシミュレーション【経済・政治】
・政治決断サポートAI（政治家AI）【政治】
・運賃・電気料金のダイナミックプライシング【経営・経済】
・コンパクト・シティー＆ネットワーク・シティーのデザイン【社会】
・個人の太陽光発電、蓄電、C2C電力売買とブロックチェーン【経済・社会】
・自律型防災救助ドローンや自動運転の社会進出【法律】
・外交、地政学的リスク解決システム（AI-CIA）【政治】
・補集合・対象差情報（反エコーチェンバー）のレコメンド【社会】
・過激な格差社会改善のためのシナリオ【経済・社会】
・古文書テキストマイニングが解き明かす未来社会（歴史はくり返す）【歴史】
・つながらなくても安心できる心理学【心理】
・メディア授業では入らない学習情報（見真似・手真似）【教育】
・マイクロチップ社会・IoTに見ると人とシステムとの共生【法律・福祉】
・・・・・などなど



進め方(創発を起こしたい)
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「さきがけ」は個人型研究ではありますが、採択研究者
に領域内連携の促進や産業界との交流等を通じたデー
タ利活用を積極的に行います。このような方針の下、自
身の研究が他分野との連携によりどのように発展し社会
に貢献するのか、学術的展開性や問題解決への道筋
などについて議論を深め、成果の最大化を図ります。

人文・
社会科学

社会
シミュレーション

自然科学

人文・社会科学、自然科学から分野に偏り無く研究課題を採択



【社会変革基盤】
運営メンバー

Page
13

秋山 英三 筑波大学 システム情報系 教授

和泉 潔 東京大学 工学系研究科システム創成学専攻 教授

遠藤薫 元・学習院大学 法学部 政治学科 教授

大竹文雄 大阪大学 感染症総合教育研究拠点 教授

小野 智弘 KDDI総合研究所 Human-Centered AI研究所 所長

亀田 達也 東京大学人文社会系研究科 社会心理学研究室

志済聡子 中外製薬 デジタルIT・統括部門長 執行役員

相馬亘 立正大学 データサイエンス学部 教授

本村陽一 産業技術総合研究所 人工知能研究センター 首席研究員

山内 裕 京都大学 経営管理大学院 教授

選考・領域運営/研究推進・評価を担当

研究総括

領域アドバイザー

栗原 聡
慶應義塾大学 理工学部
管理工学科 教授
慶應義塾大学 共生知能創発社会
研究センター センター長



応募にあたって
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達成が容易でなくても真にインパクトの大きい研究を通して、次世代のリーダーへのステップ
アップとなるような尖った成果の創出を期待します。

失敗を恐れない萌芽的・挑戦的な提案や社会課題へのアプローチ等が、提案者の意欲と
ともに示されていれば積極的に評価します。

本研究領域では、文理融合の観点より、課題採択後に異分野と連携して研究していただ
くことを推奨していますが、単独の尖った研究テーマの応募も歓迎しています。

自分自身の専門分野の提案だけでなく、異分野との連携を盛り込んだ研究提案も期
待しています(ただし連携先は支援の対象になりません)。異分野との連携を構想する
場合は、連携による自身及び連携先研究者のそれぞれにどのようなメリットがあるかを
記載してください。

本研究領域は文部科学省の人工知能/ビッグデータ/IoT/サイバーセキュリティ統合プロジェクト（AIP プロジェクト）
を構成する「AIP ネットワークラボ」の 1 研究領域として、理化学研究所革新知能統合研究センターをはじめとした
関係研究機関等と連携しつつ研究課題に取り組むなど、AIP プロジェクトの一体的な運営にも貢献していきます。



終わりに

多くの若手研究者の方々からの

本「さきがけ」課題

への応募を期待しております
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